
解 答
宗 問１ 二酸化炭素 問２ ア，エ 問３ 変わらない

問４ 唄 軽くなる 欝 発生した二酸化炭素が容器の外に出ていくから。

問５ 5.6 問６ 84

就 問１ 唄 え 欝 ➀ ➃， 蔚 (a) ケ (b) キ 問２ 31.2 問３ 白血球・ウ

問４ Ｏ型のヒトは因子Ａも因子Ｂも持っていないから。

州 問１ 60 問２ 唄 20 欝 ８ 問３ 12 問４ 右図 問５ 1.2

修 問１ イ 問２ エ

問３ 地球が太陽のまわりを公転しているから。

問４ 唄 ① 惑星 ② ふたご座の星に対する位置が変化しているから。

欝 ① 外側 ② 公転軌道が内側のわく星は真夜中には見えないから。

解 説
宗 問２ ア ドライアイスは二酸化炭素の固体ですから，あたためると液体にはならずに気体の二酸化炭素となりま

す。この変化を「昇華」といいます。

エ 重 曹（炭酸水素ナトリウム）を加熱すると，二酸化炭素，水，炭酸ナトリウムに分解します。
じゅうそう

問３・４ 気体が発生する反応を密閉した容器内で行うと，反応前後の重さの合計は変わりません。容器のふたを

開けると，発生した気体が容器の外へにげてしまうため，反応後の重さは，反応前の重さよりも軽くなります。

問５ 右の(グラフ①)から，塩酸50安と完全に反応する炭酸カルシウムの重さは
12605.6ｇ（２× ）となります。450

問６ (グラフ①)から，気体が945安発生するために必要な炭酸カルシウムの重さ
945は，4.2ｇ（5.6× ）となります。よって，石灰石にふくまれている炭酸カル
1260 4.2シウムの重さの割合は84％（ ×100）となります。

５
就 問１ (3)(a) 血液中のにょう素は，じん臓でこし取られます。したがって，じん

臓から出た直後の血管にふくまれるにょう素の濃度がもっとも低くなります。

(b) 食物にふくまれる栄養分の一部は，小腸で吸収され，かん臓へ送られます。したがって，栄養分は小腸と

かん臓をつなぐ血管（門脈）にもっとも多くふくまれます。

問２ 問題文から，心臓から出た血液の重さは2.4㎏（0.8÷ ）となります。これがＫさんの体重の となればよ
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いのですから，Ｋさんの体重は31.2㎏（2.4÷ ）となります。
１
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問４ レポートの４行目「因子Ａと素○Ａ，もしくは因子Ｂと素○Ｂが混ざると血液が固まります」に注目します。Ｏ型

の場合，素○Ａ，素○Ｂのどちらも反応しませんから，因子Ａ，因子Ｂのどちらも持っていないと分かります。

州 問１ ばねＡとばねＢには同じ力が加わっています。ばねＡ，Ｂに同じ力を加えたとき，長さの比が10：９となる

のは，図１のグラフから60ｇとなります。

問２ (1) ばねＡ，Ｂの長さが同じで，ＡとＢにかかる力の和が140ｇとなればよいので，図１のグラフからこの

ときのばねＡの長さは20㎝となります。

(2) 図１のグラフから，ばねＡ，Ｂの長さが20㎝のとき，Ａには60ｇ，Ｂには80ｇの力がかかっています。よっ

て，140ｇのおもりをつるした位置は，棒の 左 端から８㎝（14× ）となります。
ぼう ひだりはし 80

80＋60
問３ 図１のグラフから，ばねＡは自然長が８㎝で10ｇのおもりをつるすと２㎝のびますから，ばねＣは自然長が

４㎝で10ｇのおもりをつるすと１㎝のびるばねです。ばねＣに80ｇのおもりをつるすと，８㎝（１× ）のびま
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すから，ばねＣの全長は12㎝（４＋８）となります。

問４ ばねＣ・Ｄに10ｇずつ力が加わったとき，のびは１㎝です。このときのおもりの重さは20ｇ（10＋10）です

から，図５の場合，20ｇの力で１㎝のびるということになります。

問５ ばねＡとＢには同じ力が加わっているので，図６の場合，ばねＡ，Ｂにかかる力は，図１のグラフから40ｇ

ということになります。したがって，おもりをつるすひもにかかる力は80ｇ（40＋40）より，おもりにかかる浮

力の大きさは120ｇ（200－80）となります。したがって，ビーカーの液体１安の重さは1.2ｇ（120÷100）です。

修 問４ (1) こう星の場合，非常に遠い位置にありますから，大きな動きにはなりません。図の場合，星Ｘの位置が

ふたご座に対して変わっているため，星Ｘはわく星であることが分かります。

(2) 地球の公転軌道の内側にあるわく星の場合，位置関係から真夜中に見ることができません。したがって，観
き どう

察した時刻から考えて，星Ｘは地球の公転軌道の外側にあるわく星であることが分かります。
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